
源
げ ん

氏
じ

と平
へ い

氏
し

の戦い 

一
いち

ノ
の

谷
たに

の戦い 

平氏は 源
みなもとの

義
よし

仲
なか

との戦いに敗れたあと、一ノ谷（現在の兵
ひょう

庫
ご

県神
こ う

戸
べ

てき

市）で立て直しをはかっていました。一ノ谷は海と川、山に囲まれ、敵が

せめこみにくい地形でした。北側には、地元の人が「馬では通れない」

というほどの険しい山が広がっています。山側からは攻
こ う

撃
げき

できないだろ

みなもとの

義
よし

経
つね

は山の急
きゅう

斜
しゃ

面
めん

を

大
だい

混
こん

乱
らん

になり、多くの戦

うと安心していた平氏の予想をうらぎって、 源

かけおり、一ノ谷にせめこみました。平氏軍は

力を失いました。 

屋
や

島
しま

の戦い 

一ノ谷の戦いのおよそ 1 年後、瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の屋島で源氏と平氏が戦い

ました。戦いが行われたある夕方、平氏側から１そうの小ぶねが源氏側

に近づいてきました。小ぶねのへさきにはさおが立てられ、その上にお

うぎがのせられています。平氏軍は、「おうぎをうち落としてみよ。」と源

氏軍を挑
ちょう

発
はつ

しました。源義経の命令をうけて弓を射った那
な

須
すの

与
よ

一
いち

は、み

ごとに成功し、源氏と平氏の両方の人々からほめたたえられたと伝えら

れています。 

壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦い 

壇ノ浦の戦いでは、海上での戦いが得意な平氏の水軍が最初は戦

いを有利に進めました。苦戦していた源氏軍でしたが、時間がたち、平

氏軍に不利な潮
しお

の流れに変化すると、形勢は逆転していきました。 

勝つことが 難
むずか

しくなった平氏軍の 平
たいらの

教
のり

経
つね

は、せめて源義経を道づ

れにしようと、義経の船に乗りこみました。教経は組みかかろうとしました

が、義経は別の船へと飛び移ってのがれたと伝えられています。 

壇ノ浦の戦いで平氏はほろびました。 平
たいらの

清
きよ

盛
も り

の孫で、６才だった

安
あん

徳
と く

天
てん

皇
のう

も、平氏の人々とともに海中に身をしずめました。 

源氏と平氏の戦いは、「平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

」や「吾
あ

妻
づま

鏡
かがみ

」などの作品で伝えられ、さま

ざまな伝説やお話が残されています。本や絵図などを使って、戦いの様子やエピ

ソードについて調べてみましょう。

↑イ おうぎをうち落とす那須与一（滋
し

賀
が

県

立琵
び

琶
わ

湖
こ

文化館蔵） 

↑ア 一ノ谷の戦いで斜面をかけおりる源氏

軍（埼
さい

玉
たま

県立歴史と民
みん

俗
ぞく

の博物館蔵
ぞう

） 

↑ウ 船へ飛び移る源義経（東
とう

京
きょう

国立博物館

蔵） 赤旗が平氏軍、白旗が源氏軍です。 

※ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）より




